
難病指定医の方へ

平成 27 年 1 月 1 日から新たな難病医療費助成制度が始まります。

今までの診断書（臨床調査個人表）は、新しい様式へと変わります。

（※新様式については、県ホームページ（リンク先を掲載）よりダウンロード、または

各保健所にお問い合わせ下さい。）

また、変更等に関する手続きについては、次のとおりです。

１ 変更の届出

指定医は、以下の①～⑥の事項について変更があったときは、変更のあった事項及び

その年月日を、「指定変更届出書」に指定通知書を添えて、保健所へ届け出てください。

指定変更届出書による届出を受理後、変更後の指定通知書を交付します。

【変更届出が必要な項目】

①氏名 ②居住地住所 ③連絡先 ④医籍登録番号及び登録年月日

⑤担当する診療科名 ⑥主たる勤務先の医療機関の名称及び所在地

※主たる勤務先が県外となる場合は、その管轄の自治体での指定医の指定を

受ける必要があります。

２ 辞退の届出

指定医は、その指定を辞退するときは、保健所に「辞退届」を届け出てください。

３ 指定の取消し

診断書（臨床調査個人票）の作成に関し著しく不当な行為を行ったとき、その他指定

医として著しく不適当と認められるときは、その指定を取り消す場合があります。

４ 更新手続

指定医の有効期間は、その指定を受けた日から５年です。

更新の時期が来ましたらご案内いたしますので更新手続をお願いします。

◎変更（①，⑤，⑥のみ）・辞退・取消し等については、県ホームページにより公表し

ます。

■専門医資格をお持ちでない方へ

指定医であることを保持し続けるためには、平成 29 年 3 月 31 日までに研修を修了し

ていただく必要があります。当該研修を平成 29 年 3 月 31 日までに修了しなかった場合

には、当該指定医の指定については、平成 29 年 4 月 1 日以降その効力を失うことになり

ます。

研修については、平成 27 年度中を予定しており、あらためて案内通知をいたします。


